
政
府
は
、
教
育
基
本
法
の

改
定
に
つ
い
て
、
六
月
一
八

日
に
会
期
末
を
迎
え
る
今
国

会
で
の
成
立
を
見
送
り
、
継

続
審
議
と
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
教
職
員
や
父
母
、

市
民
、
文
化
人
が
大
き
く
声

を
上
げ
、
憲
法
九
条
の
改
悪

と
一
体
と
な
っ
た
教
基
法
改

悪
を
阻
止
す
る
運
動
を
一
気

に
広
げ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、

国
会
で
の
日
本
共
産
党
志
位

委
員
長
の
質
問
で
、
改
悪
法

で
は
教
育
内
容
へ
の
国
家
介

入
の
歯
止
め
が
な
く
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
世
論
を
動

か
し
て
き
た
こ
と
が
力
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中

で
共
産
党
市
議
団
は
、
五
月

三
一
日
、
西
澤
栄
一
教
育
長

と
懇
談
し
ま
し
た
。

金
子
敏
江
市
議
団
長
は
、

「
今
回
の
改
定
案
で
な
に
よ

り
も
重
大
な
こ

と
は
、
こ
れ
ま

で
の
、
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人

の
『
人
格
の
完

成
』
を
め
ざ
す

教

育

か

ら

、

『
国
策
に
従
う

人
間
』
を
つ
く

る
教
育
へ
と
教

育
の
根
本
目
的

を
一
八
〇
度
転

換
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

真
の
愛
国
心
や

道
徳
心
は
上
か
ら
押
し
つ
け

る
も
の
で
は
な
く
自
ら
培
う

も
の
」
と
訴
え
ま
し
た
。

懇
談
の
中
で
教
育
長
は
、

「
教
員
時
代
の
子
供
達
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
、
『
家
庭

教
育
』
や
『
伝
統
・
文
化
』
、

『
道
徳
心
』
が
希
薄
に
な
っ

て
い
て
、
こ
れ
を
基
本
法
に

盛
り
込
む
こ
と
は
必
要
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

現
行
基
本
法
第
一
〇
条
は
、

二
度
と
戦
前
の
よ
う
に
誤
っ

た
教
育
で
誤
っ
た
道
を
歩
む

こ
と
の
な
い
よ
う
、
教
育
へ

の
国
家
権
力
の
介
入
を
厳
し

く
戒
め
て
い
て
、
こ
れ
が
基

本
法
の
性
格
を
示
す
か
な
め

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
定

案
で
は
、
こ
こ
を
改
悪
し
国

家
が
教
育
を
統
制
す
る
シ
ス

テ
ム
を
持
ち
込
も
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

教
育
長
は
、
「
法
律
に
も
と

づ
い
て
行
う
の
で
心
配
な
い
。

現
行
法
の
『
教
育
の
目
的
』

が
『
人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
』

と
い
う
点
で
、
改
定
案
全
体

と
し
て
も
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
、
国
の
考
え
を
踏

襲
す
る
内
容
の
発
言
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
埼
玉
県
下
四
市
二

町
、
五
二
の
小
学
校
で
、
通

知
票
の
評
価
に
「
愛
国
心
」

を
設
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
教
育
長
は
、
「
飯

能
市
で
は
実
施
し
て
い
な
い

し
、
こ
う
い
う
こ
と
を
評
価

す
る
の
は
む
ず
か
し
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

時
折
、
横
な
ぐ
り
の
雨
が

降
る
な
か
、
「
教
育
基
本
法

改
悪
、
共
謀
罪
、
医
療
改
悪
、

国
民
投
票
法
を
阻
止
し
よ
う
」

と
全
国
か
ら
五
万
人
が
参
加

し
て
東
京
・
代
々
木
公
園
で

大
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
日
本
共
産
党

を
代
表
し
て
志
位
和
夫
委
員

長
が
挨
拶
し
、
「
国
会
延
長

を
許
さ
ず
、
四
つ
の
悪
法
を

必
ず
廃
案
に
追
い
込
も
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
江
尻
美
穂
子
理

事
長
、
下
郷
農
協
組
合
長
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
民
代
表
、

映
画
監
督
の
池
谷

薫
氏
な
ど
が
連
帯

の
挨
拶
を
行
い
、

米
軍
基
地
に
反
対

す
る
沖
縄
県
民
や
、

船
橋
市
の
保
育
所

保
母
、
増
税
に
怒

る
業
者
な
ど
が
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。

集
会
後
、
三
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
新

宿
や
渋
谷
に
向
け

て
雨
の
中
で
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。

朝
、
新
聞
を
配
っ

て
運
動
（
ボ
ク
シ

ン
グ
・
フ
イ
ッ
ト

ネ
ス
）
で
汗
を
か

い
た
あ
と
の
冷
た

い
一
杯
の
水
が
お

い
し
い
。
す
み
れ

を
植
え
お
わ
っ
た

Ｆ
さ
ん
も
お
い
し

そ
う
に
水
を
飲
ん

で
い
ま
す
。
す
み
れ
は
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
道
端
に
す
み

れ
を
植
え
る
〈
す
み
れ
の
小

道
〉
計
画
が
勝
手
に
決
ま
り
、

そ
れ
が
今
日
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
す
。
十
年
と
い
う
遠
大

な
計
画
で
さ
て
ど
う
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
▼
す
み
れ
は
芭

蕉
の
〈
山
路
来
て
何
や
ら
ゆ

か
し
す
み
れ
草
〉
が
有
名
で

す
が
、
〈
か
た
ま
っ
て
薄
き

光
の
菫
か
な
〉
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
渡
辺
水

巴
と
い
う
人
の
作
品
で
す
。

ひ
っ
そ
り
と
咲
く
野
の
花
に

こ
ん
な
に
も
深
い
思
い
を
よ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て

本
当
に
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
そ
れ
に
し
て
も
で
す
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
斉
藤
貴
男
さ
ん
に

よ
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
け
た
江
崎
玲
於
奈
氏
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
遺

伝
情
報
に
見
合
っ
た
教
育
に

な
っ
て
い
く
」
と
ま
で
言
っ

た
そ
う
で
す
。
金
子
み
す
ず

は
〈
す
ず
と
、
小
鳥
と
、
そ

れ
か
ら
わ
た
し
／
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
〉
と

書
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
遺
伝

子
な
ん
か
で
差
別
し
な
い
で

と
、
す
み
れ
の
叫
び
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
で
す
。
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「
基
本
的
に
か
わ
ら
な
い
」
と

本
質
見
抜
け
ぬ
教
育
長

共
産
党
市
議
団
が
教
育
長
と
懇
談

世界は大きく変化しています

アジア、アフリカ、ラテンアメリ
カの現状を学びませんか

６月25日（日）
午後１時30分～

富士見公民館

ドキュメンタリービデオ上映「チャベス

政権クーデターの裏側」

お話

秋庭稔男氏

日本ＡＡＬＡ連帯委員会理事長

中米ニカラグアのコーヒーを用意します。

資料代 ３００円

主催・ＡＡＬＡ飯能支部（準）

悪
法
を
阻
止
し
よ
う
と

５
万
人
の
国
民
大
集
会

教育基本法改定案



五
月
二
五
日
、
小
鹿
野
町

立
病
院
を
視
察
し
た
の
で
、

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

小
鹿
野
町
は
、
昨
年
一
〇

月
に
両
神
村
と
合
併
し
、
人

口
一
万
四
千
人
超
の
町
で
す
。

小
鹿
野
町
立
病
院
は
、
一

般
病
床
四
五
、
療
養
病
床
五

〇
（
内
介
護
療
養
型
・
短
期

入
所
二
〇
）
、
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
婦
人
科
、
眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
リ
ハ
ビ
リ
科

の
七
科
、
医
師
九
人
、
看
護

婦
四
三
人
を
含
め
、
九
四
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

小
鹿
野
町
で
は
、
医
療
と

保
健
・
福
祉
の
分
野
の
サ
ー

ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
病
院
内
に
福
祉
課
、

保
健
課
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
入
っ
た

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
野
院
長
は
、
外
科
医

で
す
が
、
生
活
習
慣
病
に

力
を
入
れ
、
平
成
十
六
年

末
か
ら
生
活
習
慣
病
が
気

に
な
る
人
を
対
象
に
健
康

増
進
運
動
に
取
り
組
み
、
今

ま
で
二
二
〇
人
の
町
民
が
参

加
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
今
ま
で
の
健
康
増
進
運
動

は
行
政
主
導
で
、
医
者
の
関

与
が
薄
か
っ
た
。
医
者
が
関

わ
り
、
一
人
で
は
続
き
そ
う

に
な
い
人
を
応
援
す
る
の
が

こ
の
事
業
だ
」
と
い
い
ま
す
。

二
回
の
講
義
と
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
町
の
予
算
は
ほ
と

ん
ど
ゼ
ロ
。
町
に
は
健
康
運

動
指
導
士
と
い
う
専
門
職
の

職
員
も
指
導
に
あ
た
っ
て
お

り
、
当
面
五
百
人
の
参
加
を

目
指
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

病
院
と
町
民
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に

小
鹿
野
町
で
は
、
毎
年
秋

に
、
病
院
を
会
場
に
健
康
や

福
祉
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
・

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
待
合
室
を

ス
テ
ー
ジ
に
医
師
や
町
民
、

中
学
生
な
ど
が
参
加
す
る
歌

謡
シ
ョ
ー
や
落
語
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
「
健
康
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

公
立
病
院
と
し
て

公
立
病
院
は
ど
こ
で
も
赤

字
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

小
鹿
野
町
で
も
同
様
で
約
二

億
円
赤
字
（
内
一
億
円
は
交

付
税
措
置
）
で
す
。
十
八
年

四
月
に
運
営
改
善
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
病
院
経
営
に
つ

い
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

「
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

救
急
を
秩
父
郡
市
と
い
う
広

域
で
対
応
で
き
れ
ば
、
医
師

の
効
率
的
な
配
置
が
可
能
。

当
面
、
リ
ハ
ビ
リ
、
人
間
ド
ッ

ク
に
力
を
入
れ
、
経
営
を
改

善
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

若
干
赤
字
が
出
て
も
公
立
病

院
と
し
て
の
役
割
が
町
民
に

理
解
で
き
る
よ
う
な
病
院
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

五
月
二
十
六
日
、
国
道
２

９
９
号
沿
い
の
西
武
鉄
道
所

有
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る

「
武
蔵
丘
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
事
業

主
の
マ
ミ
ー
マ
ー
ト
開
発
部

が
商
店
街
連
盟
の
方
に
商
工

会
議
所
で
説
明
会
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
店
舗
面
積

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
店
舗
の
配
置
図
を

回
収
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

商
店
街
の
方
は
、
「
ま
だ

流
動
的
な
感
じ
だ
っ
た
。
飯

能
の
特
色
や
飯
能
な
ら
で
は

の
店
舗
と
は
程
遠
い
感
じ
、

当
初
の
中
心
市
街
地
に
客
を

誘
導
す
る
と
い
う
目
的
が
果

た
し
て
ど
う
な
る
の
か
」
と

心
配
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

六
月
二
日
の
全
員
協
議
会

で｢

マ
ミ
ー
マ
ー
ト
」
が
核

と
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
、

飲
食
店
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
、
な
ど
計
八
店
舗
と
飯
能

市
の
公
共
施
設
で
あ
る
観
光

案
内
所
と
観
光
ト
イ
レ
の
建

設
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
議
会
に
報
告

さ
れ
た
計
画
は
、
店
舗
面
積

六
三
〇
〇
㎡
に
六
つ
の
店
舗
、

三
八
二
台
分
の
駐
車
場
と
公

共
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
計
画
は
七

八
三
四
㎡
に
八
店
舗
と
大
き

く
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
店
街
の
皆
さ
ん
の
心
配

に
こ
た
え
る
た
め
に
今
後
、

し
っ
か
り
と
近
隣
住
民
や
商

店
街
に
丁
寧
な
説
明
、
合
意

を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

２００６年６月４日 ＮＯ．１５２５

医
療
・
福
祉
の
一
体
的
な
取
り
組
み

新
井
市
議
が
小
鹿
野
町
立
病
院
を
視
察

五
月
十
五
日
、
深
川
市
ー

滝
川
市
（
晴
れ
）

出
発
し
て
か
ら
十
日
に

な
り
ま
し
た
。

五
月
二
〇
日
の
札
幌
で

は
二
一
キ
ロ
行
進
、
少
々

疲
れ
る
市
内
四
コ
ー
ス
か

ら
中
島
公
園
に
集
結
四
百

人
程
の
集
会
、
心
配
さ
れ

た
天
候
も
良
く
ほ
っ
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
夜
の
食

事
は
地
元
の
人
と
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
、
疲
れ
も
吹
っ
飛

び
ま
す
。
毎
回
挨
拶
さ
せ

ら
れ
る
の
で
ち
ょ
っ
と
苦

痛
で
す
が
、
楽
し
み
も
多

い
日
々
で
す
。

五
月
二
二
日
、
札
幌
市
を

訪
問
、
要
請
行
動
。
午
後

は
北
広
島
市
で
行
進
と
集

会
。
北
広
島
市
と
い
う
名

の
由
来
は
、
広
島
県
か
ら

の
入
植
者
が
定
住
し
、
街

を
拓
い
た
と
こ
ろ
か
ら
来

て
い
る
と
か
。
東
広
島
市

と
は
姉
妹
都
市
。

五
月
二
八
日
、
登
別
に
て

朝
か
ら
雨
、
今
日
は
何

日
何
曜
日
と
い
う
の
が
手

帳
で
確
認
し
な
い
と
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
札
幌
市
を
月
曜
日
に

出
て
、
北
広
島
市
、
恵
庭

市
、
千
歳
市
、
苫
小
牧
市
、

白
老
町
、
登
別
市
ま
で
来

ま
し
た
。
自
治
体
訪
問
は

必
ず
や
っ
て
い
ま
す
。

千
歳
市
は
自
衛
隊
基
地

の
街
で
朝
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
爆
音
が
う
る
さ
か
っ

た
。
青
空
の
な
か
我
が
物

顔
に
飛
ん
で
い
る
。
苫
小

牧
市
は
今
話
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
恥
ず

か
し
い
」
を
連
発
し
て
い

ま
し
た
。
二
六
日
は
忙
し

く
苫
小
牧
市
、
白
老
町
、

登
別
市
と
三
自
治
体
を
訪

問
。
翌
日
土
曜
日
が
閉
庁

に
な
る
た
め
あ
わ
た
だ
し

い
一
日
で
し
た
。

武
蔵
丘
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

マ
ミ
ー
マ
ー
ト
等
８
店
舗
出
店

ただ今北海道を行進中
０６原水禁世界大会行進参加の

柴崎康夫さんから続報

店 舗 面 積
ガソリンスタンド 約 ６３０㎡
マミーマート 約２９７５㎡
１００円ショップ 約１３２２㎡
サービス 約 ３３０㎡
ドラッグストアー 約 ８２６㎡
本・ＣＤレンタル 約１３２２㎡
飲 食 店 約 ２９７㎡
ファーストフード 約 １３２㎡

開
発
面
積
２
０
９
０
０
㎡

公
共
施
設
敷
地

約
４
０
０
㎡

（
観
光
案
内
所
・
観
光
ト
イ
レ
）

駐
車
台
数
約
２
９
０
台
・

オ
ー

プ
ン

平
成
１
９
年
６
月
頃

出店予定の店舗と売場面積


